建築・都市の減災と震災時機能継続に関する研究拠点の形成（2010年度研究体制・案　2010年5月10日）
テーマ１　都市型建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進

・メンバーと担当：リーダー（小野里）、サブリーダー（近藤・山下哲・久田・後藤(治)）

小課題　1.1) 首都圏直下地震・活断層等による強震動予測と超高層建物等の減災対策：○久田、山下哲、（吉村）

小課題　1.2) 鉄筋コンクリート造建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進：○近藤、小野里
小課題　1.3) 体育館の耐震性能評価と補強法に関する研究：山下(哲) 

小課題　1.4) 都市型木造建物・伝統木造建物の耐震診断・補強法の開発と推進：○後藤(治)、宮澤、（河合）

テーマ２　建築機能維持施設の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進

・メンバーと担当：リーダー（山下哲）、サブリーダー（後藤(芳)、小林(光)）
小課題　2.1) 建築の非構造部材・設備の耐震補強と改修に関する研究：○山下(哲) 、久保、大橋、三好、西川、（田中）
小課題　2.2) 建築のライフライン設備の耐震性向上と長寿命化：○小林(光) 、後藤(芳)、小久保、一之瀬
テーマ３　震災廃棄物の再資源化と高機能化

・メンバーと担当：リーダー（阿部）、サブリーダー（田村）

小課題　3.1) 震災廃棄物の再資源化と高機能化：○阿部、田村、後藤(治)、（石川）
テーマ４　非常時に対応した自然エネルギー活用による電源と通信網の構築
・メンバーと担当：リーダー（水野）、サブリーダー（市川・佐藤）
小課題　4.1) 災害対策拠点の分散化を支援する耐災害性の高い通信システムに関する研究：○水野、小林（亜）、山口、淺谷、（中里）

小課題　4.2) 自然エネルギー利用による効率的な非常電源の開発：○荒井、佐藤、市川、大竹、雑賀、（小林（幹））、（横田）、（小泉）、（米盛）
テーマ５　自治体・地域協働による震災時の都市機能維持に関する研究
・メンバーと担当：リーダー（村上）、サブリーダー（山下て・久保）

小課題　5.1) 震災時における医療施設の機能維持に関する研究：○山下て、村上、長澤、（筧）
小課題　5.2) 超高層建築の防災計画・事業継続計画に関する研究：○久保、久田、村上、三好、吉田
小課題　5.3) 地域防災拠点を核とした防災街区の形成と都市機能継続モデルの構築に関する研究：○村上、久田、後藤(治)
（注：○：小課題リーダー、下線：学内研究協力者、（　）：学外共同研究者、（下線）：学外研究協力者、（太線）：追加）
　　　　　学内研究者の太字は、研究予算でのカウント（一人１回のみ）
